
（２）見込まれる効果
1. 一現場あたりの1,890時間の削減効果
2. 管理部門・工事部門の効率化および残業削減
3. データに基づいた意思決定の迅速化・情報共有・連携の円滑化

（３）本事業終了後のビジネス展開や今後のDXに向けた取組
1 .新たな価値創造を目指した攻めのDX投資を継続し、

グループ展開で生産性向上を図る。
2 .リスキリングで人材育成し、働き方改革で「働きやすい会社」へ
3 .顧客満足度向上、新たなサービス開拓を目指す。
4.業界へDXノウハウを共有し、地域人材育成で社会貢献を行う。

「パートナーとの協働で実現する金秀建設の業務改革ＤＸ」

１．事業内容 ２．事業効果イメージ

事業者名：金秀建設株式会社（所在地：那覇市/業種：総合建設業）

３．将来像

総事業費：８，958，６００円（税込み）

私たちは、現場担当者の負担を軽減し本来業務に集中できる環境を構築
することで、持続的な成長と競争力を維持し、お客様に「最適提案」で
満足される建物を提供します。また、働きやすい環境と人材育成で持続
成長し、地域社会に貢献する「現場が輝く建設業」を目指します。

①事業目的
【建設のDX取り組みの目的】

可能な限り多くの現場でSQCD（安全・品質・納期・コスト）を確
実に守り、現場が本来の「工事管理」に集中できる環境を創り出す。

②事業概要
1.取引先とのデジタル連携強化による請求業務効率化
2.会計システムの機能強化とRPA導入による生産性向上
3. AI監査支援による仕訳データの業務効率化
4.全社的な業務自動化基盤の構築(RPA)
5.現場のバーチャル可視化ツールの導入による業務効率化

③連携ITベンダー
事業者名：株式会社オーシーシー

（１）概要

一現場1890時間/年の削減効果・部門間効率化・データ活用による意思決定

意思決定の効率化と負担軽減・競争力強化
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